
我が国における核融合研究開発について 
 
 

○我が国の核融合研究開発  
原子力委員会が平成４年に策定した第三段階核融合研究開発基本計画に
いる。 
 
○第三段階核融合研究開発基本計画（平成4年6月：原子力委員会） 
・トカマク方式の実験炉による自己点火条件（外部から加熱しなくても
状態）の達成と長時間燃焼の実現を目指した開発  
・ヘリカル方式・レーザー方式など各種閉じ込め方式の研究  
・実験炉に必要な炉工学技術と原型炉に向けた炉工学の基礎に関する研
 
○今後の我が国の核融合研究の在り方について 
（平成15年 1月：文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会核融合
・我が国の核融合研究全般にわたり、今後を見据えて、学術的評価に基
の在り方の方向性について取りまとめ。  
（1）核融合研究計画の重点化：トカマク（ＪＴ－60）、ヘリカル（ＬＨ
ＥＫＫＯ－Ｘ）、炉工学  

（2）共同利用・共同研究の強化  
（3）重点化後の人材育成の在り方  

 
○原子力政策大綱（平成17年 10月：原子力委員会）における核融合研究
原子力政策大綱に示す五つの研究開発段階のうち、長期的な視点に立
要である「革新的な技術概念に基づく技術システムの実現可能性を探索
と整理されている。 
 
○我が国における今後の核融合研究開発の推進方策について 
（平成17年 10月：原子力委員会核融合専門部会） 
（1）トカマク方式： 開発研究として、ＩＴＥＲ計画を進めることを含め
原型炉建設に必要な研究開発を進める。  

（2）ヘリカル方式、レーザー方式など： トカマク方式に次ぐ性能を有す
ルギーの選択肢を拡げるとともに、学術研究の成果や人材育成が研究
て重要であるとの認識から、学術研究として、トカマク方式と並行的
の確立を目指して研究を進める。  

（3）さらに、開発研究と学術研究の相乗効果によって開発を加速する観点
最大限活用しつつ実用化に向かって、開発研究と学術研究からなる総
推進する。  

 
○ＩＴＥＲ計画、幅広いアプローチをはじめとする我が国の核融合研究の
 （平成19年 6月：文部科学省科学技術・学術審議会研究計画・評価分
研究開発に関する委員会核融合研究作業部会） 
・ＩＴＥＲ計画に関する国内における推進体制に係る議論や、重点化さ
進捗状況のＣ＆Ｒ等が実施され、今後の核融合研究の進め方について

（１）ＩＴＥＲ、幅広いアプローチを中心とした研究開発の推進のあり方
（２）学術研究の推進 
（３）産業連携 
（４）人材の育成・確保及び国民への説明 
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